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か促迫尿失禁における UVR の関与を検討することを主目的とし，更に筋弛緩剤のUVR に対する効果
及び尿道拡張刺激の有する意義についても検討を加えた。
〔方法ならびに成績〕
9 -16kg の25匹の雄雑種犬に対し α-chloralose 麻酔下に腹部正中切開を加え，勝脱頚部にて神経，
血管を損傷しない様に注意して勝脱と尿道を離断した。両側尿管は腎に近い部位で切断し，その近位
端は開放とし，遠位端は結紫したO 勝脱側切断を閉じ，勝脱内に polyethylene tube を挿入固定，温
生理食塩水を40-8伽t注入後，これを圧transducer (日本光電LPU-O.l) と接続した。又，大腿動
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脈にATOM feeding tube を挿入固定し，これを圧transducer (日本光電LPU-O.5) に接続して血
圧測定を行ない，勝脱内圧の変化及び血圧の変化をmultipurpose polygraph (日本光電RM 8.5) に
て記録した。他方，尿道側切断端より No.8 Foley catheter を挿入し，尿道各部位にてballoon を拡
張させ，その際に生ずる勝脱収縮を勝脱内圧の変化として記録したo 25匹中17匹は，外括約筋部尿道
の拡張刺激で最も強い勝脱収縮を認め，又ほとんど反応を認めなかったものは 5 匹であったが，これ




α作働薬 (α遮断剤としてphentolamine ， α 刺激剤としてnorepinephrine+propranolol )にてはUVR
に対する影響は一定でなく，その効果を判定することは困難で、あった。他方β 遮断剤 (propranolol)
にてUVR の著明な促進を， β 刺激剤 (isoproterenol) にてUVR の著明な抑制を認めた。又imipramine






2. UVR は下腹神経の切断後促進されたが，交感神経作働薬の内， α 作働薬には一定の影響が認めら
れず，他方β 作働薬についてはβ 遮断剤によって促進効果を， β 刺激剤によって抑制効果を認めた。
これより下腹神経のUVR に対する関与は，少なくともβ受容体を介してなされていることは明らか
である。











よる勝脱収縮反射に対する交感神経作働薬の影響を調べた。その結果， UVR は尿道balloon の拡張時
および解除時に発現するが，解除時の方が強いことを明らかにした。またUVR は下腹神経切断後促
進されるが， α ー作働薬には一定の効果はなく ， p-遮断剤により促進効果を，また β 刺激薬で抑制効
果を認めた。即ち，下腹神経のUVR に対する関与が少くともβ 受容体を介してなされていることを
明らかとした。
本研究は遺尿症や促迫尿失禁の発現機序を説明する上で重要であり，その治療法に関して臨床的に
も大きな価値がある。
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